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較仙 :5(1日｡1.校合紙検 侶 00いいLT()('い)であった,LI
牛牛瑚~J再‡では∴3牛牛の態.度が艮かったが丁;門､情1日1,1
であった.これら碍結果から†指導者投の3年生は2
年次に本実習を経験 しているため,教員の事前説明を
99
容易に理解し. 2牛′巨＼の指導にも意欲的であった.
また.甘剖分押したことによりL)牛牛への指専にtjiJい
でき.摘)とりU)ある行動につなが-)たと考えられる.
17年-牛は31l:-牛の′｣こ説に対して身振 りも添えながら
熱心に学んでいた.1)牛′l-.の甘1いり(83いい)がこLf)t旧刊
に行･)て良かリたと回持したことから.美習聞近な2
年壁が3年盤に対して臨地 8臨床実習全般の相談をし
やすい環境を創ったからと思われる甘
3年生による岐台紙検査の示説
周囲は臨地･臨床実習全般について自主討論
まとめ
合同体験実習は両者にとって歯科診療補助の理解を
深めることができ.また:;'-牛問の柚圧作用によt'日加｣也･
臨昧美習のモ+ベ-ションが高ま(-)た.
今後も黒習仝股において 卜差し.困杵診埴補助の理
研を深めさせる必要がある.
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